
人・動物・環境の健康を一体的に守る研修会 
(人の健康を守るのは家畜・野生獣・環境の連携を図ることから始まる) 

 

１ 趣旨 

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）や SARS、古くはエボラ出血熱や地方病といわれた日本住血吸

虫症など、多くの感染症は人、動物、環境（媒介生物を含む）の中で循環している。 

人・動物・環境の健康が相互に密接に関係しているという考え方(ワンヘルスの概念)を理解し、異な

る分野の関係者が連携して健康課題に取り組むための知識と実践力を高めることが重要である。 

そこで、日本住血吸虫の中間宿主であるミヤイリガイを発見し、日本住血吸虫症を撲滅しただけでな

く、中間宿主の存在を世界に知らしめ、世界の医学界に大きな貢献をした宮入慶之助の生地長野県から

ワンヘルスの概念の重要性を発信する。 

 

２ 主催 

  一般社団法人長野県獣医師会 

  一般社団法人長野県畜産会  

 

３ 後援 

  特定非営利活動法人宮入慶之助記念館 

 

４ 日時 

  令和 ９年 １月２１日(木)  14:00 から 16:00 まで 

 

５ 場所 

  シャトレーゼホテル長野  白鳳の間 

〒380-0922 長野県長野市七瀬 1-1  電話 026-219-2440  

 

６ 参集範囲 

  長野県、家畜飼養者、医療関係者、獣医療関係者、長野県消費者団体連絡協議会、 

(公社)中央畜産会・地方会員 他 

 

７ 講 演 

 

（１）講  演  

講 師 福岡県獣医師会副会長 今村 和彦 氏 

    演題名「宮入慶之助の功績とワンヘルスの意義」 

 

（２）基調講演 

    講 師 元世界医師会会長、日本医師会名誉会長 横倉 義武 氏 

演題名「世界からみた日本のワンヘルス」 

 

                                                                        Web 参加申込 QR ｺｰﾄﾞ 

９ その他 

  本研修会は、家畜衛生対策推進協議会(事務局 公益社団法人中央畜産会内)が実施する 

野生獣衛生対策促進事業の一環として開催します。 


